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閣
開
国
国

福
祉
会
関
連
の
行
事
実
績
と
予
定

依
然
、
収
束
の
兆
し
が
見

ら
れ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
拡
散
。
一
時
の
ピ
ー

ク
と
比
べ
る
と
落
ち
着
き
は

し
ま
し
た
が
、
油
断
の
許
さ

れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す。
良
く
も
悪
く
も
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
に
皆
さ
ん
も

慣
れ
て
き
た
面
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

但
し
、
こ
の
困
難
を
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一

人
一
人
の
気
遣
い
、
思
い
や

り
の
あ
る
行
動
が
不
可
欠
で

す。
今
号
で
も
1
面
目
に
は
、

今
後
の
福
祉
会
の
活
動
予
定

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

2
面
目
に
詳
細
内
容
を
掲

載
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
来
年
1
月
に
予
定
さ
れ

て
い
た
身
体
障
害
者
福
祉
会
、

創
立
7
0
周
年
記
念
大
会
も
中

止
の
決
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
と
の
集
い
の

場
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
以
下
の
行
事
予
定
を

確
認
頂
き
、
数
少
な
い
機
会

を
有
意
義
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

〇
日
月

日
月
4
、
5
日
（
水
、
木
）
自

身
連
関
プ
ロ
代
表
者
会
議

（長野県）

・・・書面会議

日
月
8
日
（
日
）
　
千
葉
市
主

管
九
都
県
市
防
災
訓
練

・・・中止

日
月
1
5
日
（
日
）
　
ハ
ー
モ
ニ

ー
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ

・・・中止

日
月
2
9
日
（
日
）
　
第
5
4
回
宮

様
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

・・・中止

0
1
2
月

1
2
月
3
日
（
木
）
　
総
務
員
会

・・・開催予定

1
2
月
5
日
（
土
）
　
第
2
2
回
千

葉
市
障
害
者
福
祉
大
会

・・・開催予定

1
2
月
1
8
日
（
目
）
　
第
2
回
評

議
員
会

・
・
・
書
面
会
議
予
定

0
1
月

1
月
2
4
日
（
日
）
　
第
7
0
回
新

年
福
祉
大
会
・
・
・
中
止

0
2
月

2
月
3
日
（
水
）
　
総
務
員
会

｛．1－

2
月
的
日
（
日
）

開
催
予
定

第
7
9
回
ふ

れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

・・・開催予定

2
月
2
6
日
（
金
）
　
政
身
連
協

議
会
団
体
長
会
議

・・・開催予定

こ
の
困
難
な
状
況
を
乗
り

切
る
為
に
は
、
こ
の
記
事
を

書
い
て
い
る
私
も
含
め
皆
さ

ん
一
人
一
人
の
行
動
に
掛
か

っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
希
望
の
光
を
絶

や
す
こ
と
な
く
、
1
日
も
早

い
、
こ
れ
ま
で
の
明
る
い
日

常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
頑
張

り

ま

し

ょ

う

！

！
（
広
報
委
員
会
）

こ
れ
か
ら
は
寒
く
な
り

新
型
コ
ロ
ナ
の
心
配
が
あ

り
ま
す
が
、
マ
ス
ク
、
手
洗

い
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

少
な
い
か
も
。
『
油
断
大
赦
』

で
が
ん
ば
ろ
う
＝
‥
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手

諜烹

第
7
。
国
語
念
大
書
身
体
障
害
善
福
祉
大
書
中
止
堅
田

令
和
3
年
1
月
2
4
日
（
日
）
に
予
定
さ
れ
て
い

た
、
第
7
0
回
記
念
大
会
『
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
』
で
す
が
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た。
毎
年
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
会
員
の
皆
様

に
は
、
非
常
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

例
年
の
利
用
会
場
で
の
入
場
定
員
の
制
限
に

始
ま
り
、
福
祉
バ
ス
た
い
よ
う
号
の
利
用
者
数

の
制
限
、
数
々
の
行
事
の
中
止
に
よ
る
受
賞
者

の
激
減
。
等
、
式
典
の
開
催
を
決
行
す
る
に
は

あ
ま
り
に
も
リ
ス
ク
が
多
い
事
が
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
。

別
会
場
の
調
査
、
日
程
の
延
期
、
等
様
々
な

検
討
を
試
み
ま
し
た
が
、
依
然
見
通
し
の
つ
か

な
い
状
況
で
延
期
、
未
定
の
ま
ま
で
は
ご
来
賓

の
皆
様
に
も
ご
迷
惑
が
か
か
る
と
思
い
、
今
回

断
腸
の
思
い
で
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

記
念
の
回
と
な
る
第
7
0
回
の
中
止
と
な
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
が
全
員
元
気
に
参
加
出
来

る
か
ら
こ
そ
意
義
の
あ
る
『
福
祉
大
会
』
で
す
。

次
回
第
7
1
回
が
是
非
と
も
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
第
7
0
回
記
念
と
し
て
、
記
念
品
及
び

記
念
誌
『
7
0
年
の
あ
ゆ
み
』
を
制
作
、
会
員
の
皆

様
へ
配
布
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
定

次
第
、
改
め
て
当
会
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
第
7
1
回
こ
そ
無
事
開
催
し
、
皆
さ
ん
で
喜
び

あ
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）

「
年
末
評
議
員
会
」

雪
面
会
議

開
催
決
定

例
年
、
1
2
月
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
年

末
評
議
員
会
」
は
1
2

月
1
8
日
（
日
）
に
開
催

を
検
討
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
福
祉

大
会
同
様
、
従
来
通

り
の
開
催
会
場
の
確

保
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は

書
面
会
議
と
い
う
形

で
の
開
催
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

資
料
が
完
成
次
第
、

関
係
者
へ
の
配
布
を

実
施
予
定
で
す
の
で
、

送
付
さ
れ
た
資
料
に

目
を
通
さ
れ
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ます。
（
広
報
委
員
会
）

ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
会
長
高
山
へ

F
A
X
‥

0
4
3
－
3
7
5
－
9
6
9
1

へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
第
7
9
回
福
祉
会

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
書
開
催
重
岳

千
葉
市
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
の
第
7
9
回
ふ

れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
は
、
令
和
3
年
2
月

2
1
日
（
日
）
に
鎌
取
駅
前

の
イ
オ
ン
鎌
取
店
5
階

の
ラ
ク
ゾ
ー
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

集
合
時
間
は
9
時
5
0
分

で
す
。
遅
れ
の
無
い
よ

う
集
合
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費
‥
無
料

貸
し
靴
‥
3
7
0
円

貨
靴
希
望
の
方
は
サ

イ
ズ
の
申
告
も
お
願
い

し
ま
す
。

大
勢
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
締
切
、
2
月
1
0

日
（
水
）
ま
で
に
地
区
役

員
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
体
育
委
員
会
）
小
嶋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
で
マ

も
ち
ろ
ん

消
毒
を
し
、

良
の
時
は
無

な
い
で
ね
＝
…

「
第
7
8
回
福
祉
会

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
書

結
果
壁
ロ

千
葉
市
身

体
障
害
者
福

祉
会
の
第
7
8

回
「
ふ
れ
あ

い
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」
が

9
　
月
　
1
3
　
日

（
日
）
鎌
取
イ

オ
ン
の
五
階
、

ラ
ク
ゾ
ー
ボ

ウ
リ
ン
グ
場

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参

加
者
2
2
名
、

応
援
者
1
5
名
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
3
密
を
避
け
る
た

め
、
マ
ス
ク
着
用
、
各
レ
ー
ン

2
名
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
楽

し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
投
球
し

て
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
高

山
会
長
よ
り
優
勝
者
、
高
橋
春

雄
さ
ん
、
卯
田
孝
子
さ
ん
に
優

勝
カ
ッ
プ
が
手
渡
さ
れ
。
祝
福

の
拍
手
の
中
、
無
事
に
終
了
し

ま
し
た
。
役
員
、
参
加
者
の
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
次
回
の

多
く
の
参
加
者
を
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）
小
嶋

第
2
6
回
「
千
葉
市

障
害
者
作
品
展
」

千
葉
市
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
主
催

の
障
害
を
持
つ
人
達
が

精
魂
込
め
た
、
第
2
6
回

「
千
葉
市
障
害
者
作
品

展
」
は
1
0
月
6
日
（
火
）

～
9
日
（
金
）
迄
、
千
葉

市
文
化
セ
ン
タ
ー
5
階
、

市
民
サ
ロ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
会
員
の
受
賞
者
は

以
下
の
通
り
で
す
。

・
千
葉
日
報
社
長
賞
「
楽

し
い
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
」
陶
芸
　
木
戸
純
子

・
ジ
エ
イ
コ
ム
千
葉
千

葉
セ
ン
ト
ラ
ル
局
長
賞

「
浮
か
ん
だ

大
賀
ハ
ス
」

写
真東

　
茂
昭

受
賞
者
の

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
当
会
の
役
員
さ

ん
に
は
、
会
場
の
設
営

等
に
ご
協
力
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
会
）
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千
葉
身
障
の
歴
史
⑤

第
5
回
目
と
な
る
千
葉
身
障
の
歴

史
で
す
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
の
は

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
2
0
年
前
。
第
1
5

2
号
、
平
成
1
2
年
日
月
（
2
0
0
0

年
）
で
す
。

当
時
の
広
報
責
任
者
は
こ
れ
ま
で

何
度
も
目
に
し
た
、
小
野
昭
光
さ
ん

です。1
面
目
に
は
政
令
指
定
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
京
都
大
会
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
、
こ
の
回
を
持
っ
て
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
種
目
は
最
後
の
年
の

開
催
で
し
た
。
惜
し
く
も
結
果
を
残

す
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
と
楽
し
く
プ
レ
イ
で
き
る
こ

と
が
何
よ
り
も
か
け
が
い
の
無
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

2
面
目
に
は
重
度
障
害
者
慰
安
旅

行
で
九
十
九
里
温
泉
に
行
か
れ
お
い

し
い
料
理
を
頂
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
体
育
祭
の
報
告
記
事
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
、
今
年
は
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

1
0
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
私

は
知
ら
ず
、
こ
の
記
事
を
み
て
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
是
非
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
で
す
ね
。

3
面
目
に
は
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
結
果
、
障
害
者
作
品
展
の
報

告
、
そ
し
て
国
際
身
障
者
技
能
大
会

へ
参
加
さ
れ
た
田
中
義
雄
さ
ん
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
海
外

の
チ
ェ
コ
で
開
催
、
参
加
さ
れ
た
記

事
を
今
回
初
め
て
見
て
驚
き
ま
し
た
。

国
内
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
へ
の
福

祉
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
衝
撃
的
な
記
事
で
し
た
。

4
面
目
に
は
千
葉
市
福
祉
大
会
の

開
催
告
知
、
福
祉
会
福
祉
大
会
の
開

催
告
知
。
そ
れ
か
ら
気
に
な
っ
た
記

事
が
「
1
6
地
区
会
」
と
い
う
記
事
、
入

会
し
て
ま
だ
浅
い
私
に
は
、
こ
の
会

の
名
前
を
耳
に
し
た
事
が
無
く
想
像

す
る
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、
機

会
が
あ
れ
ば
、
諸
先
輩
方
に
聞
い
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る

方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
ら
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
年
前
の
広
報
の
紹
介
で
し
た
が

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
入
会

し
て
日
の
浅
い
私
に
し
て
み
れ
ば
新

鮮
な
気
持
ち
で
読
む
こ
と
が
出
来
、

良
い
刺
激
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
時
を
振
り
返
り
懐
か
し
く
思
わ
れ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

（
広
報
委
員
会
）
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～移動のお知らせ～ 

1氏名I　　　住　　　　　所　　　l電話番号1 

i江尻美智子i若葉区千城台西県営住宅3－9－1－302　　　i　　i 

福祉会は発足69周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。 
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。 

（組織委員会） 
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